
はじめに 

　街で乗用車を見たときに、それほど自動車に詳しくない人でもかなり正確に

メーカーや名前を答えることができると思います。ではトラックはどうでしょ

うか？　マニアか業界の関係者は一目で答えるでしょうが、普通の人は運転席

のマークやメーカー名から読みとるか、「興味ありません」と無視されるのが

せいぜいで、意外と小さな子の方が絵本などで知識を得ていて詳しいかもしれ

ません。

　私たちがよく見かけるトラックは色々な荷台の形をしていますが、ダンプも

消防車もバン型もみんな、乗用車のように自動車メーカーが作って工場のライ

ンから出てくるのでしょうか？

　答えはいくつかの例外を除けば、自動車メーカーの工場から出てくるのは

キャブシャシと呼ばれる荷台のついていない状態で、それに搭載する荷台は別

の会社が作製しています。車検証の車名にはシャシメーカーの名前が記載され

ており、また架装メーカーに比べればシャシメーカーの方が世間の認知度が高

いためか、“いすゞの車” “日野の車”などシャシメーカーの製品と見られるこ

とが多いようです。しかし、実は全体の価格のうち搭載している架装物の方が

シャシよりもはるかに高額なものも多く、私たちが見かける車両になるまで

に、複数の会社の手を経ているなど、結構複雑です。

　本書では、これからこの業界に関わろうとしている若者や、興味を持ってい

る方に、トラックを構成しているシャシと架装物の関係について、いくつかの

例を交えて、できるだけやさしく話をしていきたいと思います。

　私が駆け出しのエンジニアだった頃、統計を中心とした数学の課題を、平易

な例と口語で解説され、折りあるごとに勉強させていただいた、尊敬する大村

平氏の名シリーズに敬意をこめて。

綾部政徳
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第１章

商業車のビジネス

1　トラックは生産財 1　トラックは生産財 
　私が社会人になった1975年頃、大型トラックのメーカーはいすゞ 自動車、日産ディー

ゼル、日野自動車工業、三菱自動車工業の４社で、日産ディーゼルはその名の通り日

産自動車のグループ、いすゞ 自動車と三菱自動車工業は乗用車も作っていました（1）。

業績などが報道されるときは乗用車メーカーを含めて、たしか「自動車会社12社」とグ

ルーピングされていたように記憶しています。その後数々の変遷を経て、日産ディーゼル

はUDトラックス、三菱自動車工業は三菱ふそうトラック・バスと名前も変わり、今では４

社は商業車専業となって最近は「トラック４社」と呼ばれることが多いようです。

　トラック4社とその他では何が違うのでしょうか ？ 作っているものが違う、乗用車と商業

車……その通りでしょう。では乗用車と商業車の違いは何でしょうか ？ 色 な々意見、見

解があると思いますが、一番の違いは（耐久）消費財と生産財だと私は思っています。

　乗用車はライフスタイル、楽しみや趣味を実現、追求させるもので、トヨタ自動車の
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キャッチコピー“FUN TO DRIVE, AGAIN.”や、各社のCMが車両そのものの訴求と

は別に、車のある生活や時間といった感性に訴えていることなどが、よく表しているの

ではと感じています。一方商業車は物を運ぶ、作業をすることにより対価を得る仕事の

道具です。ちなみに、あまりその会社の従業員以外は触れることはない話ですが、商

業車メーカーが掲げている企業理念、基本理念は、いすゞ 自動車は“「運ぶ」を支え、

信頼されるパートナーとして豊かな暮らし創りに貢献します”、日野自動車は“人、そして

物の移動を支え、豊かで住みよい世界と未来に貢献する”であり、エンジンでタイヤを

回して走る、同じ自動車であっても、乗用車メーカーとは違いがありそうなことは想像で

きると思います。

　またユーザーも乗用車と商業車では期待性能、要求品質、購買行動はかなり異なっ

ています。

　トラックは走行するために、動力を供給するための装置部分であるシャシと、荷物を

載せ、仕事をするためのボディで構成されています。ユーザーは自分の商売や仕事に

合ったトラックを購入・使用したいわけですが、トラックメーカーは基本的にシャシまでし

か作っていません。ボディはボディ専門のメーカーが存在し、その会社が作製（販売も）

しています。

乗用車 商業車/トラック

消費財 生産財

3-5年 7-10年（以上）

趣味・ライフスタイル追求 道具・経済活動

顧客層 不特定多数 特定少数～特定多数

購入者と使用者 同一 異なる（購入は会社、運用は社員）

気質
 たくさんの情報の中から自分で選んだ。
 期待性能とのギャプは落胆しても自責。
 買換えの選択肢が豊富。

 仕事、利益に直結するため要求は厳しい。
 道具を勧めた側が責められる場合もある。
 途中買換えは僅少。

特徴

使用期間

購入目的

顧客像

乗用車と商業車のマーケットの違い
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第2章

商業車の分類　はこぶ車とはたらく車

　トラックの種類を「はこぶ車」と「はたらく車」に分けて話をすることが、理解しやすい

ためかよく使われています。ここでも説明を2つの車に分けて、ボディの種類と特徴、ボ

ディの仕様を決める荷物の話の順で進めたいと思います。

　はこぶ車とはたらく車の分類に決まった基準がある訳ではありませんが、こども向けの

絵本などでは、荷台が動くものをはたらく車として扱っているものが多いようで、図表のよう

に機能視点での切り口として構造や仕組みを説明するにはわかりやすいかもしれません。

　本書では、トラックは仕事の道具という切り口で、運ぶことによって対価を得ているも

のと作業によって対価を得ているもので分けてみたいと思います。

　日本の貨物自動車運送事業法は「他人、特定の需要に応じて自動車を使用して貨

物を運送する事業」と規定しており、その事業を行う車は「緑」のナンバープレートをつ

けています。ですから緑のナンバープレートのある車種・架装（荷物）をはこぶ車、その

他をはたらく車とします。ここではダンプ、ミキサーははこぶ車、塵芥車ははたらく車とし

て紹介したいと思います。ちなみにシャシとボディ、どちらの方が高価か、という分け方
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もあります。一般にはたらく車の架装物はシャシよりも高額です。

　シャシは走る環境とボディの種類で、ボディの形（種類）は積荷で、ボディの仕様は

使い方でそれぞれ決まります。 

1　はこぶ車1　はこぶ車
　ボディの原点はフラットデッキ、つまり床だけです。全てはシャシの上に床を載せるこ

車両 シャシ 荷台（ボディ）

■運ぶ
■走る
■曲がる
■止まる

■荷物を載せる

■仕事をする
■移動をする ■動力を供給する ■作業をする

はこぶ車

はたらく車

機能視点で見たはこぶ車とはたらく車の特性の違い

床組の基本

横根太

縦根太

シャシフレーム

クッション材

床板
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とから始まりました。床載せの基本的な方法は、フレームの上に縦根太（サブフレーム）

を載せ、これと直角に横根太を一定間隔で配置し、上に床を張り、必要に応じて枠

で囲います。

　根太は木材の他、スチールの角材、折り曲げ材などが使用されています。日本では

荷台長6ｍ程度の平ボディまでは木製、それ以上やバンなどではスチールやアルミが一

般的です。

　床板はアピトン（Apitong）という南洋産の木材の使用が一般的でしたが、最近は資

源保護・安定供給のため北方材のアカシア集成材の使用や竹の集成材など、代替木

材の検討や使用が行われています。その他小型ではスチールも使用されています。

1）平ボディ
　平ボディはこのフラットデッキに、荷物が落ちないように周囲に板（アオリ）をはり、前

側（運転席側）は荷物が飛び出さない（キャブを保護する）ようにするために鳥居と呼ば

れるフレーム構造の枠を設け、前立てと呼ばれる板を張っています。

　アオリは荷物の積みおろしのため開閉式が一般的で、開閉箇所により一方開（後

平ボディの構造例

鳥居（前構造）

中柱
横アオリ

後柱

後アオリ

横アオリ

床板

床枠 横根太 縦根太

押出しアルミブロック

（株式会社トランテックス 平ボディ解体マニュアルより）
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たアルミ精錬・加工が発展していることなどから、アルミの押出材を利用したブロックバ

ンがあります。作製している架装メーカーも多く、組立工法も各社で雑多ですが、小型

を中心に中型の一部でかなりの比率を占めています。

アルミブロック組立式バンの例（インドネシアのボディビルダーにて）

鳥カゴ式の例（東南アジア某国にて）
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　特に定義はありませんが、一般に使用する温度帯に応じて－5℃程度までを冷蔵、

それ以下の－18℃程度までを冷凍と呼んでいますが、それ以下の超低温のものや、日

本ではコンビニエンスストアの米飯（弁当）搬送の際に、寒冷地での低温によるデンプ

ンの特性変化での食味低下防止のため、温度管理をプラス側に行う加温仕様もありま

す。加温を除けば概ね家庭用の冷蔵庫の冷蔵とチルド、冷凍のイメージですが、基

本的に搬送の間や商品の積み込み時の温度を維持することが目的で、搬送中さらに

冷却させるという使い方は能力的、物流設計的にも無理があり行われていません。保

温性能の劣るボディは冷凍機への負担（燃費）が大きくなるため、様 な々工夫が凝らさ

れていますが、性能の基本は断熱性と気密性の確保です。

①ボディ
　断熱方法（構造）には、ウレタン注入発泡型（現場発泡型）とサンドイッチパネル型

の大きく2種類があります。

　ウレタン注入発泡型はあらかじめ必要なサイズに裁断された（硬質）ウレタンパネルに

内外板を接着したものや、型枠に内外板をセットし間に発泡ウレタンを注入発泡させる

10 ドアボディ例
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レーラの前側にかかる重量をキングピン荷重とよび、トラクタにとっての積載量にあたりま

す。このため『第五輪荷重≧トレーラのキングピン荷重』である必要があり、一つの車

型の中で数種類の第五輪荷重とするためにオフセットを変えて展開をしています。

　海外ではトラクタの軸数とトレーラの軸数の組み合わせにより最大連結総重量を定め

ているケースがほとんどで、連結組み合わせ時のトラクタ第五輪荷重とトレーラのキング

ピン荷重の関係についての規定を目にしたことはなく、物理的に連結可能なトレーラを多

くするため前・裾回り半径優先でカプラ位置が決められているようです。

　トレーラの寸法諸元はISOで基本的な決まりがあり、国によりバンパーや突起物の扱

いなどで実際の値には多少の違いがありますが、長さ方向でキングピンから12ｍ程度、

またキングピンから前側の値は、旋回時の隣の車線へのはみ出し量の上限を定めて、

その値から前回り半径で最大2040mm、キングピンから車両先端まで（フロントオーバー

ハング）は1650mm以下としています。このサイズのトレーラは日本ではキングピン荷重

（第五輪荷重）の関係で6×4型トラクタの組み合わせになることが多く、特殊なものを

除きカーゴ用としてはあまり流通していませんが、欧州および欧州の経済影響下にある

国ではユーロトレーラなどと呼ばれることがあるなど一般的で、4×2型トラクタの組み合

わせで普通に流通しています。

スライディングカプラ例
（ヨースト・ジャパン株式会社 JSK SL Standard 型） 

スライドレール

アウトリガー
シャシフレーム

スライドロックレバー

カプラ
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3-1）ポンプ車のシャシ要件
　ポンプ車は次のように分類されており、小型のCDⅠ型、中型のCDⅡ型ポンプ車と、

主に中型のⅠA/B型の水槽付ポンプ車がありますが、主力は小型のCDⅠで、大都市

部では中型のⅠA/B型も多く使用されています。

　消防ポンプは渦巻き式と呼ばれる型式で、能力は渦巻きの径と回転数で決まり、一

水槽付消防ポンプ（ⅠB）構造例

PTO

大型ステップ

収納/Box類 中継口
給水口

ホースカー

水槽
ポンプ

放出口ハイルーフ

消防ポンプ自動車（左）と水槽付消防ポンプ自動車（右）の型式区分

記号

B

C

S

D

I

II

分類

車体形状 
ボンネット

キャブオーバー

WB
2 m 以上 

3 m 以上

座席配置 
シングルキャブ

ダブルキャブ

なし 付

Ⅰ

Ⅱ

1500～2000ℓ程度
A B

2000ℓ以上

水タンク容量 記号
ホースカー
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X
（Ft Axle）

Y
（Rr Axle）

Z
（フレーム後端）

Spring 281 331

Tire 379 385

Total 660 716 740

Spring 273 306

Tire 378 378

Total 650 684 699

Spring 257 279

Tire 375 372

Total 601 621 629

シャシ

空車

積車（定積）

条　件

基本諸元計算結果

フレーム地上高計算結果

フロント リア 合計

シャシ重量 1,185 495 1,680

ボディ重量 115 685 800

冷凍機重量 70 20 90

計算諸元値
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3）工事の禁止事項
　ボディの搭載工事にあたり、シャシフレームに対しても何らかの加工、工事を行う必

要が発生します。フレームは車両の重量構造を支える文字とおり“背骨・屋台骨”であり、

工事にあたりその強度や構造剛性等に影響が出ないように配慮する必要があり、概ね

以下のような禁止事項、推奨工事方法等を各社とも示しています。各社により禁止範

囲の数値に多少の差はありますが、考え方の基本になっているのは“断面係数の切り

欠き等による急変”の排除で、内容に大きな差はないといって差し支えありません。

①フレームへの穴あけ
　フレームフランジ面への穴あけは厳禁しています。一般にフランジ面に穴があくと著し

く強度は低下し、（荷重がかかる部位であれば）まず間違いなくフレームは穴付近から

破断します。この考え方に関連してウェブ面に対する穴あけも許可範囲が定められてい

ます。

ウェブ面への穴あけ禁止記載例

穴あけ可能範囲と間隔指示例　

フレーム工事禁止事項説明例（フレームの穴あけ）
（上：海外メーカー複数社架装資料より模写、下：いすゞ自動車株式会社架装資料より）
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一般社団法人セメント協会
一般社団法人日本産業機械工業会
一般社団法人日本パレット協会

京都府消防局
神戸市

SCANIA
Super Polo
VolksBus
三一重工
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